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前方後 円墳の 築造企 画 と単位 （4 ）
※

　　　　 ※ ※

宮川　捗

9　非対称前方後円墳 の 検討

　　前方後円墳の外形に つ い て書かれ た 多くの概説

　書だ けでな く、調査報告轡や研究に 関す る専門の

　著作に さえ 、前方後円墳の外形は左右対称であ る

　こ とを大前提に した記述や論考が依然 と して お こ

　な わ れ て い る。

　　わ た くした ちが共同研 究 と し て 前方後円墳の築

　造企画 の 研究成果の 一端を、最切に発表 して か ら

　す で に 20 年近い歳月が流れた。

　　当時発表 した 「前方後円墳築造企画 の 基準 と単

　位」 の 中で 、 「前方後円墳 は シ ン メ シ リ カ ル で あ

　る」と い う大前提で研究が進め ら れ て い る傾向に

対 して ・設計・企画か ら築造過程 で ti、じる齷 率
や 、 後世の 変形 を見込ん で も到 底 シ ン メ トリカ ル

に な らな い 前 方後円墳 も多く、 左右対称を意図 し

なが ら誤差に よ っ て で きた 「歪み 」 とはみ られな

い もの が あ る こ とを指摘 し、築造 当初か ら意 図的
に ア ・シ ン メ トリ カ ル な設計 ・企画で築造 された

前方後円墳もあ るの で は な い か、とい う問題提起
　 　 　 　 1

をお こ な っ て きた D ，，

　前方後円墳の 築造企画 や設計・企画を研究対象
にする場合、前方後円墳の主軸線が後円部中’‘、点
を通 り前方部 前端線の 中央に位置するように 設定
して 、前方部前端線を左右 均等 に なる よ うに す る

の は問題 が あ り ・ 後円部中心点を通 っ た 禰 線は

前 ノ∫部前端 を二 鄭分す る 位償 に設定す る の で はな

く、前方部前端線に 直交す る位置 に設定 し、そ の

結果、前方部前端 線 が 左右非対称に な っ た もの を

検討対 象に する の が 築造企 画 の 研 究 の 基本 で あ る 、

とい う二
・i二張 をお こ な っ た ，，

　
そ して 、そ う した 実例と して 大阪府古市古墳群
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図 1　高屋築山古墳 の 築造企回 の推定復元
　 4区 型、1区 6 ヒ u 、1 ヒ o 約 164セ ン チ

　 後円部直径 X − Y ・8 区約78．72メ ートル

　 墳丘長 A − B ・12区約 118、 08メートル

　 前方 部幅M − N ・10区 と して 約98，40メ ー
トル

　 番号 は調査 トレ ン チ の 番号 を示す。

　 （原図 は 「書陵部紀要第45号 r平 成 4年度 陵墓関係

　　調査 概要 ・安 閑 天皇古市高屋丘陵整備工窮区域 の

　　調査」 の 付図を
一

部改変・加筆．墳 丘左 側 （m側 ）

　　の 周堀 外形線 は、陵蕪地 形 図 と合成 した もの ）

の 高屋 築山 （城山）古墳 （安 閑陵）を取 り上げて 、
特異 な 「片直角型」前方後 円墳が存在す る と い う

指摘をして き た
2 ｝

、，

　高屋築山古墳に つ い て は そ の 後の 「陵墓 」営繕

※受付 1997．8、31
※ ※ 〒590−0015　堺市南田 出井町 4 丁 4 − 6
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整備工事 に よ っ て 、高屋城の 本丸築城 に よる変形

を受けた結果、わ た くした ちが最初に主張 したよ

うな特異 な 厂片直角型」前方後円墳とはやや異な

る こ とが 判明 した が 、 その 調査結果をもとに して

築造企 画 の 検討 を お こ な っ て も、後円部に 対 して

前方部 が左右非対称であ る こ とが逆 に補強 される

こ と に な っ た
「1，，，

　 高屋築山古墳 に つ い て は 、 当初 5 区型 の 築造企

画を推定復元 して い たが 、 書陵部に よ る調査の 結

果を参考 に し て築造企画 を検討す る と、4 区型 の

推定復元 が想定 され る よ うに な り、あ らため て 築

造企画 の 再検討を加えて こ れ まで の 見解に修正 を

お こ な っ た もの を図 1に示 した 。

　 それ に つ い て はすでに論考を加え た別稿に よる

として
4） 、本稿で は先に 問題提起 した特異な 「片

直角型」前方後円墳 の類型 を補強 して 、あ らた め

て こ の ような左右非対称の 築造企画をもつ 前方後

円墳が厳然 と存在 し、地域 を越え て そ う した非対

称 の 前 方後 円墳築造傘画が 、正 確に伝承 され伝播

して 分布 して い る実態を明 らか に す る こ とに よ っ

て 、 先に 発 表 した小論を補強 した い 。

　高屋築山古墳で 最初に提起 した特異 な「片直角

型」前方後円墳の 存在する こ とが奈良県天理市別

所大塚山古Ut　fi）、同宇陀郡大宇 陀町 ア カサ カ古墳
“ ）

で証明 され、さ らに類例の 増える こ とが指摘 さ

れ る
7
 

　 もっ と も、わ た くした ちは前方後円墳は すべ て

左右非対称 に設計・企 画な い しは築造企画 され て

い る、と主張 して い るの で はな い 。 厳密な意味で

の 左右対称 の 設計・企画 な い しは 築造企画 で 造営

され て い る 前方後円墳 はつ ぶ さに検討 して み ると

き わ め て 限定 され て きて 、それだ けに 、 厳 密 に左

右対称に築造 され て い る当該古墳 の 造営背景が重

要 な 問題を含ん で い る こ とを考え な くて はな らな

い 。

　墳丘 は左右対称に造営 されなが ら 、 非対称部分

が墳丘 の 外側の 周堀 や 外堤 に 移 り、外郭部分で 非

対称の築造企画 を とる非対称 の 様式化の 展開をな

して い る と み ら れ る前方後円墳 （例えば大山古墳）

の よ うな事例 もあ るが
8 ） 、本稿で は極度に墳丘が

非対称に様式化 した もの に限定 し例示に した 。

一 17一

　 （1 ）片直角型墳 丘 の 定義

　　築造企 画 か らみ た 「片直 角型」墳丘

　 こ こ で 非対称墳丘 を も つ 前方後円墳 を築造企画

的 に 明確に 規 定する た め に 、厂片直角型 」墳丘に

つ い て あ ら た め て整理 して みた い 。

　前方後円墳 の 築造企画 は図 2 で 示 した 「築造企

画 の 方形区画 の 地 割」 を基本と して設計 ・企画 さ

れ て い る こ
’
とは繰 り返 して再三述 べ て きた 通 りで

あ る。前 期前方後円墳は、前方部 の 幅が後円部直

径と同 じ 8 区の範囲 （枠）に収まるよう に築造企

画 されて い るが 、 中期に 入る前後か ら こ の後円部

直径 と同 じ 「枠」を超え た前方部幅を築造企画 に

と っ て築造 され る前方後円墳が出現 して くる 。

X

R

M

A

B N

図 2　前方後円墳築造企 画 の方形 区画 と

　　　 「片直 角型」墳丘 を つ くる位置

　　左右の 前方部隅角の い ずれ か の一
方

　　が 、 M な い しは N の 矢印の位置 に く
　　るよ うに 築造 され た墳丘を 「片直角
　　型」墳丘 とす る 。 こ こ で は 8 区型前

　　方後円墳の場合 の 厂片直角型 」の 前
　　方部隅角の 位置を例示 した 。
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　こ れ は 、後円部直径 が前方後円墳 の 築造 企画 で

は 絶対的な基準で あ り、前方部 の 長さ は披葬者 の

出自や 系譜性を表徴する意義を もつ と と もに 、短

小 な 1 区か ら 4 区まで の 築造企画 で 造営 された い

わゆ る帆立貝形古墳の範疇に 入 る前方後円墳は 、

階層的身分秩序 の 中 で従属的 な身分秩序を前方部

の 長 さ に表徴 す る 「約束事」を反映 して い る．もの

とみ る こ とが で き る 。

　前方部の長 さの築造企画 にそ うした意義を もた

せた もの で あ るとすれば 、絶対的な基準である後

円部直径に 対 して 前方部長 さ は 、 「鍵穴型図形」

を構成する た め に は相対的 な基準で あ り必要条件

とい え る 。

　 さ ら に 、 前方部 の 幅は前 方後円墳が築造され た

時期に よ っ て そ の 幅が 変動す る要素を も っ た築造

企画 の もとに造営 され る部分で 、 「鍵穴型図形」

が形式化また は様式化 して変動 して い く変化を、

築造企画の 中に容易に取 り入れやす い 条件を 備え

て い る部分 とい え る 。

　 したが っ て 、 前方後円墳の 各類型 やタイプ に 関

係な く絶対的な基準の 後 円部直径。類型各 タイ プ

を通 して 付随す る前方部の長さ の 相違 に よ っ て 、

そ れ ぞ れ の 披葬者 な い し は 造墓集団の 出自、系譜、

または階層的身分秩序を表徴 し、 恣 意的に は動か

せ な い 前方部 の 比率 （長 さ） 。 そ の 幅と高 さ を変

動さ せ る こ とに よ っ て 、前方後円墳形を立体的に

も っ と も変化 さ せ や す い 前方部 の 幅 と高 さ の 3 つ

の 要素か ら構成 され て い る立体的複合図形 で 、

一

）己的 な 「鍵穴型 図形 」 と して 固定化 した もの で は

な い ，、

　 こ の うち前方部幅は、そ の 設 計・企画 が比較的

自由に 変動 しやす い 要素を も っ て い る に もか か わ

らず、左右いずれか の前方部隅角が図 1 に示 した

幅 8 区の 範囲内に止 まっ て後円部側面か ら前方部

前端の 角を結ぷ 「直角」 の 中に収 まるよ うに築造

企画 され た 前方後円墳が 少 な か ら ず み られ る。

　 こ の場合、反対側の前方部隅角は こ の 8区の

　「枠」を超えて外側 に 張 り出すよ う に設計・企画

さ れ 、前方部は 明確に左右非対称 に な る。　 こ の

非対称の 部分は 「区」を単位 に して 明確 に 読み取

る こ と が で き る の で 、本来、左右対称 に 築造 し よ

うと しなが らそ の 過程 で 「誤差 」が集積 して非対

称 に な っ て し ま っ た、とい うよ うな もの で はな く、

明 らか に 当初か ら非対称 に 設計 ・企画 して墳丘を

築造する こ とを意図 した築造企画が存在 した こ と

を示 して い る 。

　 こ う した築造企画 を示す前 方後円墳を 「片直角

型」前方後円墳と位置付けて い る 。

一
般的な傾向

と し て 、前 方部 の 短小な 1区型か ら 4 区型 まで の

前方後円墳 （帆立貝形古墳の類型）で は、前方部

が短 小な こ と もあ っ て前方部 の 幅 が 後 円部直径の

8区を超え る こ とは 5区型 か ら 8 区型の 定型化 し

た前方後 円墳に比 べ 少な い t、

　 6世紀代に 入 っ た 古墳時代後期の 高屋築山古墳

の場合は図 1に 示 した よ うに 、4 区型前方後円墳

として前方部幅が後円部直径 を超え る築造企画で

築造 されて い る 。

　（2 ）非対称 の 墳丘 の 様式化と伝播

コ ナ ベ 古墳型非対称墳丘

　奈良市盾列古墳群 の コ ナ ベ 古墳 は 5 区型 の築造

企画をもつ 古墳時代中期の 前方後円墳で 、 拙稿

「前方後円墳の 築造企画と単位 （1 ）」の 図 7 に

も示 し売よ うに 、 「片直角型」墳丘 と前方部側 で

斜向す る非対 称 の 築造企画 を示す古墳で あ る
9
 

　本古墳 の 前段階的な時期 に造営さ れた大阪府藤

井寺市の津堂城山古墳 は 、 や は り 5 区型 の 築造企

画 を もつ 同型、同大 の 前方後円墳で 、コ ナ ベ 古墳

にみ られ る非対称墳丘 の初源的な前方後円墳の 可

能性が考 え られ る が、墳丘が戦国時代に城砦に 利

用 された ため に変形を受けて い て 、 現状で は 築造

企画的に 明確に確定できない ため、こ の 5区型タ

イ プ の 前方後円墳 と して は コ ナ ベ 古墳を、 5区型

類型 の 標識 的な 「片直角型 」非対称墳丘の 基準と

す る 1，

　 図 3 に示 した築造企画 の推定復元図 の よ うに 、

墳丘左側前方部隅角が築造企画の 方形区画 の 直角

の 中に お さ ま り、右側前方部隅角が 1／2区方形区

画 の マ ス 日か ら出る 、前方部正 面 の 周堀外形線 は

R か ら L に斜向 し、墳丘、周堀 ともに古墳全域が

非対称に築造企画 され て い る 。

　 こ の コ ナ ベ 古墳型 の 非対称築造企画 は、誉田御

潮山古墳 （応神陵）、太 田茶臼山古墳 （継体陵） 、

久津川車塚古墳 （築造企画 を裏返 して い る）な ど
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図 3　 コ ナ ベ 古墳の 築造企 画 の 推定復元

　　5区型 、 1区 10ヒ ロ 、1 ヒ ロ 約 163セ ン チ

　　矢 印 の N が 「片直角型」 の 前方部隅角部
　　前方部正面の周堀の × 印は 円筒埴輪列の

　　位置 。 周堀線 は R か ら L へ 斜向す る 。

　　墳丘 、 周堀 ともに非対称の築造企画が定

　　着 し定形 化 し、コ ナ ベ 古墳型の 「片直角
　　型」築造企画 の 標準とな る。

に伝承 され て い て 、河内湖を め ぐり築造企画を共

イ
「
fす る擬制的な 同

一
系譜に属す る有力首長層の 連

合 として 、一
つ の 政治地 図 の 復元が で き る

1 ° ｝
。

　そ の 他 、 地域や時期を超え て 、福岡県御所山古

墳
U ）、群馬県綿貫観音山古墳

lX ）

な どに も伝播、

伝承 さ れて い て 、そ の ほ か に も類型が増え る可能
“

性か が指摘 される
13＞

。

　（3 ）非対称壇丘の檄式的肥大 化

　 こ こ に例示する片直角型非対称墳丘 を もつ 前方

後円墳は、コ ナ ベ 古墳型非対称墳丘を築造企画の

べ 一ス に しなが ら、さらに
一方の前方部隅角を肥

大 か さ せ る よ うに 張 り出させ 、墳丘 の非対称性 を

誇張 し様式化さ せ た築造企画 の もとに築造 され て

い る類例で ある 。

　こ こ で 例示 した古墳は左右対称に 築造する べ く

して築かれ た墳丘 が 、 造営の過程で の 「誤差」 に

よ っ て歪ん で し ま っ た ような もの と は 到底みみ な

す こ と の で き な い 非対称墳丘 を呈 し 、 あ き らか に

造 営 当初か ら特異な左右非対称の墳 丘を意図して

築造 して い る類例で ある。

（P別所大塚山古墳 （奈良県天理 市）

　天理 市石上町 の 丘陵か ら南西 に 延 び る 尾根を利

用 し、主軸線をほぼ北東に とり築造 され て い る。

前方部正 面側で 尾根を切通 し状に 切断 して 前方部

を形成 し、後円部を平地側に位置す るよ う に築造

されて い る 。 墳丘の右側は崖状地形で現在 は池に

な っ て い るが 、 墳丘右側の基底部を こ の崖状地形

い っ ぱ い に に 設定 して 築造 して い る 。

　前方部右側隅角を 「片直角型」 に収まるように

築造 し、前方部左側隅角を非対称 に 大 き く張 り出

すよ うに 築造企画 して い る 。 墳丘の左側に後円部

の ほ ぼ 主軸線 の 位置 か ら墳丘左側面 、 前方部左 隅

角にかけて完周 しな い 周堀を廻 らせ、本古墳は墳

丘左側面 を正面観 とす る築造企画の もと に造営 さ

れ て い る こ とが指摘 される 。

図4　 別所大塚古墳の 築造企回 の推定復元
　 5区 型 、1区 6 ヒ ロ 、1 ヒ ロ 約 160セ ン チ

　 墳丘 の 左側面が 正面観 に な る 。 右側 は 崖状地形

言セ鋼匳5巨死吁多ヒ19［20］1997
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　後円部は 横穴式石室 を破壊 した大きな盗掘孔が

あ り、前方部前端は丘陵を切通 して形成 して い る

た め 、前方部正 面 の 墳丘斜面 は墳丘左側方向に 斜

向す る よ うに 段 築を整形 して い る 。

　本 古墳の築造企画の 推定復元 は 5 区型、 1 区 6

ヒ v
、 1 ヒ ロ 約 160セ ン チで あ るが墳丘計測値 

と復元値 （　　） の 対比 は 、後円部直径75メ ー ト

ル （8 区 ・76．8メー トル ）、墳丘長 115メ ー
トル （1

3区 ・124．8メ ー トル ） 、 前方部幅90メー
トル （10．

5区 （100．　8メ ー
トル ）。　　　　　　　　 ・

　墳丘 の 高さの 企画性に つ い て は 、 尾根筋を切断

し墳丘左側を 正 面観と し て雄大 さを強調 して い る

ため 、後円部右側面と左側面 では約 3 メー トル 前

後左側 の 境丘基底部が 低 く 、 前方部 で右側面よ り

左側面 が約 8 メートル 前後墳丘基底部が低 い 。

　 したが っ て 、 後円部高さ15メー
トル は墳丘左側

の高 さで （1．5区 ＋ 1 ヒ ロ ・メ 〒 トル ）、墳丘右

側では約 13メー トル （1区＋ 2 ヒ ロ
・12．8メー

ト

ル ）、前方部高 さ8 メ
ー

トル墳丘右側の高さで

（5 ヒ ロ ・8 メ ートル ）、墳丘左側で は約16メ ー

トル （1．5区 ＋ 1 ヒ ロ
・16メー トル ）となる 。

　本古墳の 時期は、6世紀中葉前後が 想定され る。

  ア カ サ カ古墳 （奈良県大宇陀町）

　 宇陀地域 に は 周辺 の 丘陵 ・山問部 に かけ て小

形の前方後円墳が 多く分布するが、ア カサカ古墳

は 5 区型 、1 区2．5ヒ ロ 、1 ヒ ロ 約 160セ ン チ の 築

造企画をもつ 厂片直角型」前方後円墳で 、墳丘規

摸 と しては現在 測量調査 され た前方後円墳の 中で

は、4 区型 、 1区2，5ヒ ロ 、1 ヒ ロ 約 153．3セ ン チ

の 築造企画をもつ 平井宮山古墳とと もに 、 最大の

企画性を示す 。

　本古墳の立地 は 、 丘 陵頂部を利用 して 築造 され

て い るが 、 墳丘 の 右側面は急傾斜 の 深 い儘状地形
に面 し 、 前方部右側隅角を 「片直角型」に お さま

るよ うに築造 し、墳丘左側面部を小盆地状に 開い

た 地形に 面す るよ うに築造企画され て い る 。

　現在、左側面か ら後円部後方に かけて農道 が墳

丘基底部を削るよ うに通 っ て い るが 、 前方部左側

隅角が大 き く張 り．出 して 非対称前方部を形成 して

い る。

　別所大塚古墳と共通 す る立地を利用 し、同様に

画

図 5　 ア カ サ カ古墳 の 築造企 回の推定復元

　 5区型 、 1区2．5ヒ ロ 、1 ヒ ロ 約 ］60セ ン チ

　墳丘 の 左側面が 正 面観 に な る。右側 は 崖状 地形

墳丘左側を正 面観とす る築造企画で ある こ と が指

摘 される 。

　墳丘 計測値 と復元値 （　　） と の 対比は 、後円

部直径 29メー
トル （8区 ・32．0メー

トル ） 、墳丘

長5L5 メー
トル （13区 ・52．0メ ー トル ） 、前方部

幅39メ ー
トル （10区 ・40．0メ ー

トル ）、後円部高

さ 6 メ ー トル （1．5区 ・6．0メー トル ） 、 前方部高

さ6．5メートル （1．5区＋ 1／2ヒ ロ ・6．8メ ー
トル ）

の 推定復元 が で きる
1
艦 、

　本古墳の時期 は、6世紀 中葉か ら後半が想定 さ

れ 、宇陀地域が大和 と伊勢を結ぶ交通 の 要衝に あ

り、大和国 中 （くん なか ） の政治勢力 に従属 しな

が ら、 そ の 東側の 縁辺を固め る小豪族集団と して 、

別所大塚古墳の有力首長層との 関連が注 目される。

  非対称墳丘 の 簽造企回 の 伝 琢

　こ の よ うな特異な非対称墳丘が どの よう に伝承

さ れ て き て い る の か を検討 して み よ う。
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顧＿一＿＿一
ア ヵ サ カ古墳

一 一 一 一
別所 大塚 古墳

N　　 NIN2

図 6　 コ ナ ベ 古墳型 「片直角型」前方後円壇を

　　　べ 一ス に した特異な非対称前方後円墳

　　　ア ミ目の ス ク リー ン トーン が コ ナ ベ 古墳
　　 破線が別所大塚古墳 、 点線が ア カ サ カ古墳

　図 6 の ア ミ目の ス ク リー ン トーン で 示 した の が

コ ナ ベ 古墳の平面の 築造企画 で 、 こ の 上に 1区 の

大き さを同大に した別所大塚古墳と ア カ サ カ古墳

の 築造企画 を重ねて み ると、特異な 「片直角型」

墳丘 の 設計は、左側前方部側面 を異常に 張 り出す

こ とで形成 され て い る こ とがわか る。コ ナベ 古墳

の 前方部正面の左前方部隅角の位置 N に対 して 、

ア カ サ カ古墳で は 1．5区外側の Ni の 位置 。 別所大

塚古墳では 2 区外側の N2 の 位置に前方部隅角を

設定 し、前方部左側側面を異常 に 張 り出さ せ て 築

造 して い る。

　墳丘右側の前方部隅角M の 位置は 3つ の 古墳と

もおな じ位置で 、こ の M が 「片直角型」前方部を

形成するキ イポ イ ン トに な り 、 そ して前方部側面

は 3 つ の 占墳間に それほ ど大 き開き は み られ な い 。

　こ の よ うに 築造企 廁か ら非対称墳丘に検討を加

えて みる と、特異な 「片直角型」非対称前方後円

墳も、 定形化 した 基本的な前方後円墳の 築造企画

をべ 一
ス に して い る こ とが指摘 され、時間と地域

を超え て 基本となる築造企画が伝承 され記憶 され

て い た こ とを示唆 して い る。

　（4）非対称墳丘 簽造企 画の 意藥

非対称墳丘 の 定形化 の 画期

　 こ れま で 検討を加え て きた よ うに 、 左右非対称

の墳丘を もつ 前方後円墳が 存在す る事実はは動か

し難 い が 、 こ れ まで に例示 し た非対称墳丘 を もつ

前方後円墳は、非対称墳丘を様式的に誇張 した築

造企画に よ っ て造営 され た 古墳で ある。

　本来、非対称墳丘の 出現は 、 墳丘 本体 は基本的

に 左右対称 に築造企画 さ れ な が ら 、 厂付帯部」 や

「張 り出 し部」 を付随させ る こ とに よ っ て 全体 と

して は結果的に非対称に造営 され て い る前方後円

墳も存在す る
15 ）

。

　前方後円墳の 墳丘そ の もの が同
一

平面で完周す

る周堀に よ っ て 「鍵穴型図形」 と して定形化す る

画期は 、 河内で は津堂城山古墳を嚆矢 とし、大和

で は宝来山古墳 、 島の 山古墳 、巣山古墳な どがあ

げられる 。

　 こ れ らの 古墳は ともに 、4世紀後半か ら末期の

時期が想定 され、古墳時代前期か ら中期へ の 過渡

期に相当する大形前方後円墳で、造出 し以外はそ

れま で の 古墳が墳丘 に 付随させ て い た 「付帯部」

や 「張 り出 し」部分を墳丘 か ら切り離 した り、周

辺部に配儼 す るな ど形式化が
一

段 とすすみ、墳丘

を鍵穴型 図形の定形化 を達成 した築造企 画の もと

に造営され た前方後円墳 とみ て よい だ ろう 。

　 4 世紀代では最大の築造企画 を示す渋谷向山古

墳 （景行陵） で は、後 円部後端 と前方部前端 との

比高差が約 15メートル もある傾斜地に 、後円部直

径約170メ ートル 、墳丘長約298メ ー
トル 近い 巨大

な 墳丘を破綻な く築造し 、 後円部は段差 を付けな

が ら も正円 に な るよ うに造営 して い る築造技術 と

高度の技法水準をを検証 して き た が
1 ω

、 大和 と

そ の 周辺部の 古墳造営技術 が い っ そ う成熟 して き

た 4世 紀後半か ら 5世紀に か け て の 時期に 、 本来

は左右対称 に造営す るべ くして 築造を は じめ た墳

丘 を 、 前方部 に限 っ て 不用意に非対称に な るよ う

な誤差を生 じさせ る施工 をす る とは とて も考え ら

れな い 、，

夛t』ほSヒElfSE　19［20］1997
一 21一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society of Historical Metrology, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　of 　Historioal 　Metrology 厂　Japan

　やは り、造営当初の 築造企画の段階か ら、非対

称 に墳丘を築造する意 図 の もとに 、墳丘を築成 し

た とみるべ き で あ ろ う。

　（5）非対称墳丘 と倭人 の 精 神世界

　山頂や丘 陵地形を利用 して造営 された古式前方

後円墳や 前期の 前方後円墳で は 、本来左右対称の

築造企画で 築造 され るべ き もの が 、地形に左 右 さ

れ立 地 の 制約 の ために結果 と して 非対称の 墳丘 に

な っ て しま っ て い る可 能性 も捨て 切れ な い どして

も、そ うした制約の な い 立地に造営 されて古墳が

明確 に左右非対称に築造 されて い る場合は 、 左右

対称 に 築造す るべ くした墳丘が、築造企画の 地割

か ら築造施工 の 過程で の 「誤差」の 累積 に よ っ て 、

結 果 と して 非対称墳丘が で きあが っ て しま っ た 、

とい う説明 しか与 え られて こ なか っ た 。

　左右対称に築造す る余地が 十分あ る 立地 な い し

は地形に もかかわ らず、なぜ非対称の墳丘を築造

した の か 、古墳祭祀や葬送儀礼 な ど の 問題 だ け で

な く、古墳文化 の 根源 に もかか わ る問題が そ の背

景 に は存在する 、，

　定形化 した 前方後円墳が造営 され る時代は、一

般的 に い っ て 披葬者に な る べ き首長の死 に よ っ て

古墳 の 造営が始ま るの で は な く、生前の ある時期

か ら造営が始 まる 「寿 陵」 で あ る可 能性が 指摘 さ

れ、る L7
 

　古墳の 造営 とは 、死せ る首長を単に埋葬する墓

で はな く、権力の誇示や首長の 霊力を具現化 し象

徴する モ ニ ュ メ ン トと して の 性格が 指摘 さ れ 、古

墳時代社会に おける階層的身分 秩序を墳丘の規模

に表 した 道具立て とい う側面が語 られ る こ と もあ

る 。

　そ こ で は 、大王 の 居館ともみ られ る大形建物遺

構や そ の 権力 の 強大 さを示 す大形倉庫群 、 また は

地方の 豪族居館な ど、日常生活 に かか わる建造物

と違 う点 と し て 、古墳 そ の もの は r死 」 に まつ わ

る もの で あ り 、 「ハ レ 」 や 日常的な 「ケ」に対 し

て 「ケ ガ レ 」 の 世界 を象徴す る もの で あ る こ とが

指摘 され る。

　 葬送儀礼な ど 「ケ ガ レ 」 に まつ わ る もの を概観

した 場合、底部に穿孔 して 器本来 の 機能を欠か し

めた土器 や 、 供献する土器をわ ざと砕 い た り、武

器 で は 曲げた り折ち た刀剣を副葬 した事例な ど 、

「ケ ガ レ 」 に ま つ わ る 「タ ダナ ラ ヌ トキ」の儀礼

に は 、日常に 用 い る 「全き」もの に対 して 、意 図

的 に 「欠 け た 」 もの をわ ざわ ざ祭器 と して 作成 し

た り、全き もの をわ ざと欠か しめ て 「ケ ガ レ 」 の

儀礼に対応 させ る とい う慣習の あ る こ と．が クロ ー

ズ ア ッ プ されて くる 。

　古墳そ の もの も、政治的権力や霊 的 なカを体現

して い る首長が 死の 局面を迎えた とき、支配傘下

に あ る成潰に と っ て か けがえ の な い首長 の 霊力や

権能が 「ケ ガ レ」 る こ とに備え るため の 「明器」

的存在で あ っ た こ とをあらた め て 指摘 した い 。

　 こ の ように み ると 、 日常的な もの で はな い もの

を象徴 した 「ケ ガ レ 」 の 存在と して 、意図的に 左

右非 対称の 築造 企画で 古墳を造営 した倭人の葬送

儀礼 に まつ わ る精神世 界が 垣 間見 られ る 。

　 したが っ て 、非対称墳丘 を造営 の 過程 の 中で積

み重ね ら れ た誤差の累積 の 結果生 じた もの と して

考え る だ けの技術論的な視点だけで は 、古墳造営

を社会の 階層的身分秩序を具現化 した もの として

古墳時代社会を構築 し て きた倭人た ち の 、思想や

糟神世界を ふ くめた古墳文化 の 全体像を見誤 る こ

と に な る 。

　それでは、完全に左右対称の 墳丘を もつ 前方後

円墳 に つ い て はどの ように考え られるか 。

　拙論の大山古墳の 地割実験で例示 し検討を加え

た ように 、墳丘 が左右対称に築造 され た前方後円

墳 も 、 そ の古墳全域で は非対称部分 が存在 し 、 全

体 と して 非対称 の 築造企画 が 周辺部 に 様式化 して

存在 して い る こ とを提起 し た
置8
 

　 こ れ は 、そ れ ぞ れ の前方後円墳 の 正 面観や古墳

祭祀 ともかかわ る問題をふ くん で い るの で 、古墳

の 調査 は埋葬施設 の 発掘や 墳丘 の調査だ けで な く、

周堀 、 外堤 な ど全域 の調査に 遺漏があ っ て はな ら

な い こ とを示唆 して い る。

　つ ま り 、 古墳 の 調査 は主体部 や墳丘 の 主要部分

だけ で な く、墳丘 も含め て造営当初 の 全域をカ バ

ーす る調査が お こ なわれて 、は じめ て そ の古墳が

どの ような意図の築造企画の もとで 造営 された か 、

と い う意義を解明す る資料が揃 う こ とに な るとい

え る 。

　した が っ て 、墳丘本体が左右対称に築造 され て
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い たと して も、 非対称部分が外域部分 に様式化 さ

れ て移行 して い る こ とをも築造企画の面か ら解析

して い く必要性 が指摘 されると こ ろ か ら 、 墳丘の

左右非対称、ある い は左右対称の 問題 も墳丘だ け

に 限定 して論ず るの で は な く 、 古墳全域 にまで視

点を広げてみ て い かな ければな らな い とい えよ う。

　本稿 で は 、特異 な 「片直角型」 の非対称の築造

企画を明確に示 して い る類例を例示 して 、前芳後

円墳の 築造企画や尺度論 を検討す る場合 、 「前方
後円墳 は左右対称図形で ある」と い う先入観や前

提を払拭 して 、外形観察を十分にお こ な う必要の

あ る こ とを提起 した 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（以下次号）
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　　な い 力丶 とい うよ うな土層の 観察が な

　　され て い て 、 そ れ らの 古墳の 造営が披
　　　　　　　　　　　　り
　　葬者 た る首長 の 死 に よ っ て 始まる の で

　　は な く、そ れ以前の 段階 （つ ま り生前）

　　か ら墳丘 造営が 始 ま っ て い た 可能性を

　　示唆 して い る よ うで あ る 。

18）墳丘 、 周堀、外堤を ふ くめ た全域が非

　　対称 の 築造企画 で 造営 さ れ た古墳 と、

　　墳丘 は左右対称 に築造され て い て 外域

　　部が非対称の 築造企画を示す古墳間に

　　は 、 古墳築造上の技法や工法の 違 い と

い っ た技術論的な枠を超え た、系譜性

や古墳祭祀 の 在 り方を異に する と い っ

た 差違 を古墳外形 に 表徴 させ るとい う

意義が そ こ に あ っ た の ではな い か と考

え られ る 。

したが っ て 、前方後円墳に 象徴される

古墳時代社会 は、一
元 的な支配 と被支

配関係や身分秩序 の 枠で整然 と 「くく

る 」 こ との で きる社会ではな く、複数

の支配系統がゆるやか に存在 しえた社

会で あ っ た可能性を示唆して い る 。
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